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この更新版に見られる新たな点  
本レビューの前回版に見られた若干の誤りは、2003年 3号の中で修正された。こ
れは、メタ・アナリシスの SMD統計に代替するWMDのセッティングの誤りと、
テキスト中のメタ・ビューの結果の誤りを修正するものであった。 
 
さらに 2003年 4号では、親によるレポートのメタ･アナリシスの結果について、
前回版で公表された、統計的に有意でない介入による改善-0.29 [-3.31, -1.10]から、
統計的に有意でない介入による改善-0.29 [-0.55, -0.02]に訂正された。 
 
日 付 
プロトコール初回公表：    2001年 4号 
レビュー初回公表：    2002年 2号 
大幅な更新を行った最終日：   2002年 11月 22日 
若干の更新を行った最終日：   2003年 8月 29日  
レビューを再フォーマット化した日： 
新たな研究を検索したが発見のなかった日： 
新たな研究を発見したが追加・除外を行わなかった日： 
新たな研究を発見し追加・除外を行った日： 
レビューワによる結論の改定日： 
コメント・批評追加日： 
追加されたコメント・批評への回答日： 
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抜 粋 
児童の情緒および行動問題の展開において、親による子育ては重要な役割を果た

すため、乳幼児の親を対象にした子育て訓練プログラムには、そのような問題の

発生を防ぐ可能性がある。本レビューの結果は、３歳以下の児童の情緒・行動適

応を改善するために、グループを基盤とした子育て訓練プログラムを活用するこ

とに一定の支持を示すものである。しかしながら、こうした結果はどの程度長く

維持されるのかについてのエビデンスは限られ、確かではない。幼児の発達にお

いて著しい変化が見られる時期に、その後のさらなるインプットが必要とされる。

こうした質問に答えるためには、さらなる研究が必要である。 
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抜 粋  
 
背 景  
児童の情緒・行動問題は頻繁に見られる問題である。研究によると、児童の適応

を助けるうえで、親による子育てには重要な役割があり、生後数ヵ月から数年は、

児童の将来の発達、特にメンタルヘルスに影響を及ぼす、情緒、認知、社会的機

能パターンを確立するうえで特に重要な時期といえる。従って、子育て訓練プロ

グラムは、乳幼児の情緒･行動適応を改善するうえで重要な役割を果たす。
 
目 標  
本レビューの目標は： 
a）3歳以下の児童の情緒・行動適応を改善するために、グループを基盤とした子 
      育て教育プログラムが有効であるかどうかを探ること。 
b）情緒･行動問題の一次予防における子育て訓練プログラムの役割を査定する  
      こと。 
 
検索戦略 
MEDLINE、EMBASE、CINAHL、PsychLIT、Sociofile、Social Science Citation Index、
ASSIA、SPECTRを含む Cochrane Library、CENTRAL、National Research Register 
(NRR) 、ERICなど、一連の生物医学および社会科学のデータベースを検索した。
 
選択の基準  
子育て訓練グループ・プログラムの無作為化比較試験、情緒・行動適応を測定す

る標準測度を少なくとも 1つ用いた研究のみが含まれた。 
 
データの収集と分析  
各研究のそれぞれのアウトカムにおける処遇効果は、介入･処遇郡の介入後スコア

の平均差を標準偏差で割り、効果の大きさを得るために標準化した。各研究のそ

れぞれのアウトカムの結果は 95％の信頼区間で示した。適切である場合は、結果
を、変量効果模型を用いてメタ･アナリシスに組み入れた。
 
主な結果  
レビューには５本の研究を含めた。これら５本の研究には、結果をメタ・アナリ

シスにまとめるのに十分なデータが含まれていた。親によるレポートおよび児童

の行動に対する独立アセスメントの双方にメタ･アナリシスを実施した。親による

レポートは、介入郡を支持する、統計的に有意でない結果(ES -0.5, CI -1.06～0.08) 
を示ししている。入手できた追跡データは限られていたが、このメタ・アナリシ

スでは、介入郡を支持する、有意でない小さな結果(ES -0.24, CI -0.56 － 0.09)が示
されている。
 

 5



訳 明石留美子（コロンビア大学） 

レビューワによる結論  
本レビューでの発見は、３歳以下の児童の情緒・行動適応を改善するために、子

育て訓練グループ・プログラムを活用することに一定の支持を与えている。しか

しながら、そうした問題の一次予防にこのようなプログラムが果たす役割につい

て、確実な結論を導き出すエビデンスは十分にない。さらに、このようなプログ

ラムの長期的な効果に関するデータは限られており、こうしたデータが含まれて

いる２本の研究でも、統計的に有意でない、不確定な結果を表している。今後、

さらなる研究が必要である。
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背 景  
 
児童のメンタルヘルス問題に関する疫学 
  
情緒・行動問題は、児童の機能障害の最も重要な原因の一つである(Bone 1989)。
臨床的な基準を用いると、都市部でのこうした問題の発生率は 20％に上ると推定
され(Campbell 1995)、問題に対処するために現在利用できる手段と資源の範囲を超
えている(DoH 1995)。就学前児童の行動問題の割合は特に高い。ある調査による
と、3－4歳児の７％に深刻な行動問題が見られ(Charlton 1995)、その他の研究では、
就学したばかりの児童の 15 -21%が情緒・行動問題を抱えていることが示されてい
る(St James-Roberts)。 
 
発生率の高さに加え、児童の情緒・行動問題は、将来のうつ病、アルコールまた

は薬物乱用のほか、就労意欲の低下、結婚生活における問題、非行、犯罪行動な

どの心理・社会問題を含む、一連の粗悪な結果が多く生じる危険性を予測する
(Champion 1995; Farrington 1994; Farrington 1991; Kazdin 1990; Loeber 1997; Moffit 
1996; Offord 1994; Robins 1991; Robins 1990; Rutter 1996)。たとえば、Dunedinの研
究によると、13歳児の反社会的な行動は、3歳の時の感情を外在化する行動や 5
歳の時の問題行動によって予測された (Robins 1991)。22 年間の追跡調査によると、
8歳の時に友人によって知覚された攻撃行動は、30歳までに犯した犯罪の数とそ
の深刻さを予測した(Eron 1990)。  
 
親による子育てと児童のメンタルヘルス 
 
様々な文献のなかで、児童のメンタルヘルスにおける子育ての重要性が指摘され

ている。肯定的で積極的な子育て（ほめる、励ます、愛するなど）は、児童の自

信や社会や学業における能力に関係し、将来の破壊的な行動や薬物の不正な使用

の予防につながる (Cohen 1994; Baumrind 1985)。一方、一貫性に欠けた厳しいしつ
け、子供への肯定的な働きかけの欠如、監視と監督の不十分さに特徴付けられた

子育ての慣習は、非行や薬物乱用などの一連の否定的な結果が多く生み出される

危険性に関係している(Patterson 1993; Patterson 1993; Patterson 1993)。子育てと家族
相互作用に関する変数は、児童の反社会的な行動の 30-40%を説明することが示さ
れている(Patterson 1989)。  
 
乳幼児が早期に（行動）問題を起こすまでの過程に焦点を当てた近年の研究では、

乳児期の育児環境が、就学時の問題の外在化において重要な意味をもつと指摘さ

れている (Shaw 2001)。こうした結果は、幼児期の深刻な行動問題は、育児環境の
欠点に起因すると考える社会学習理論およびアッタチメント理論と一致している

(Shaw 2001)。 
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生後の数カ月・数年が、子供の将来の発達とメンタルヘルスに影響する、情緒、

認知、社会機能のパターンを形成するうえで重要である。特に、乳児期の親子関

係の質が、幼児期と成人期に健全な機能パターンを確立する条件を左右すること

が、多くの文献で示唆されている。たとえば、早期に親への安定的な愛着を確立

することは、後に安定した愛着関係を築く基礎となる一方(Stein 1991; Murray 1990)、
2歳前の安定的な愛着関係の欠如は、就学前の一連の劣悪な結果、たとえば行動問
題、社会性の未発達、不安定な友人関係、怒りの兆候、自制心の欠如などに関係

し（Carlson 1995; Astington 1994）、さらには青年期の不安(Warren 1997)、人間関
係における問題(Ogawa 1997)、薬物の使用、非行(Garnier 1998)に関係することが証
明されている。また、他人の思考や感情を理解し共感する能力も乳児期の親子関

係の質に影響され、こうした分野の機能欠如は、暴力や犯罪の増加に関係する

(Velez 1989)。加えて、乳児期の不十分な母子関係と、情緒・認知の未発達(Cogill 
1986)、低学力 (Campbell 1995)、犯罪(Egeland 1993)、あらゆるメンタルヘルス問題
には、関連性があることも明らかである(Fonagy 1997)。 
 
乳児期のメンタルヘルスの発達は、精神面の問題を生涯通して予防するためのカ

ギであることが指摘されている (Fonagy 1998)。これは、特に親と乳児の相互作用
を改善するための早期介入の役割と、より一般的に、子育ての重要性を示唆して

いる。 
 
子育て訓練プログラム 
 
子育て訓練プログラムは、短期介入に焦点を当て、子供との関係改善を目指して

両親を支援し、行動･情緒適応を含んだ一連の問題を予防し施療することを目的と

する。児童の行動の修正に親を参加させる試みは 1960年代に始まり、行動修正療
法を活用した親の介入によって、子供のかんしゃく、自己破壊的な行動、言葉の

暴力、泣き叫び、指しゃぶり、堕落、学校恐怖症、言語障害、発作、反抗的な行

動、反社会的・未熟な行動が、有効に改善されることが示されている(Johnson 
1973; Rose 1974)。早期のこうした試みは個々の家族を基本とするもので、グルー
プの活用は 1970年代になるまで見られなかった。グループを基盤とした子育て訓
練プログラムは過去 10年間に多くの国で広がった (Pugh 1994)。子育てプログラム
は現在、様々な状況のなかで運営されているが、最近行われた無作為化比較試験

の系統的レビューでは、3－10歳児の行動問題の改善(Barlow 2001)や、母親の心理
社会的な健康状態の短期的な改善、すなわち不安やうつ病の緩和、自信の回復な

どにおいて、プログラムが有効であることが示された (Barlow 2000)。また、グル
ープを基盤とした子育て訓練プログラムは、睡眠障害をもつ子供を抱える親を支

援するうえで、個人を対象とした行動プログラムよりも有効な方法であることが

指摘されている(Szyndler 1992)。こうしたことから、0－3歳児を対象とした子育て
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訓練プログラムの有効性についての研究を、系統的にレビューすることが必要で

ある。 
 
比較試験による現在のエビデンスでは、子育て訓練プログラムの活用は、予防に

対する二次的なハイ･リスク・アプローチの一環として捉えているが、理論的には、

より広範なアプローチの一環として活用されれば、さらに有効性を発揮するであ

ろうと議論されている(Stewart-Brown 1998)。また一般的に、子育て訓練プログラ
ムは、二次的予防措置、すなわち早期のメンタルヘルス問題の治療に活用されて

いるが、メンタルヘルス問題の一次予防、まさにメンタルヘルスの発達に重要な

役割を果たすと考えられる。本レビューは、こうした課題に取り組むことを目的

としている。 
 
目 的  
本レビューの目的は次のとおり： 
a)  グループを基盤とした子育て訓練プログラムは、3歳以下の児童の情緒･行動適
応の改善に有効であるかどうかを確認すること。 
b)  子育て訓練プログラムは、情緒･行動問題の一次予防に有効であるかどうかを
査定すること。 
 
本レビューの対象となる研究の基準 
研究の種類 
参加者が無作為に実験郡と統制郡に割り当てられる無作為化比較試験。統制郡と

は、待機リストに載せられている郡、あるいは非処遇郡を意味する。治療面で異

なる 2つの郡を比較する研究。統制郡の無いものは本レビューから除外した。 
 
参加者のタイプ 
児童が臨床または母集団のどちらの標本に含まれているかに関わらず、0－3歳児

の親を含んだ研究を本レビューの対象とした。３歳より年長の児童の親が含まれ

ている研究では、研究対象となった全児童の平均年齢が３歳前後であるという条

件が満たされている場合は本レビューに含めた。児童の平均年齢が３歳３ヵ月で

ある２件の研究を含めたことに留意されたい。 

 

介入のタイプ 
プログラムの理論ベースと無関係に、グループを基盤とした子育て訓練プログラ

ムの効果を評価する研究を本レビューの対象とした。 
 
アウトカム測定のタイプ 
乳幼児（0－3 歳）の情緒・行動適応に関して少なくとも１件の測度を含む研究を、

本レビューの対象とした。 
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研究を特定するための検索戦略  
 以下の電子データベースを検索した。 
１．生物医学データベース 
－MEDLINE ジャーナル記事 (1970‐2001年) 
－EMBASE (1974‐2001) 
－Biological Abstracts (1985‐2001年)   
－British Nursing Index (1994‐2001年) 
 
２．社会科学および一般文献データベース 
‐CINAHL (1982 ‐ 2001)  
‐PsychINFOR ジャーナル記事および本/各章 (1970‐2001年) 
‐Sociological Abstracts (1963‐2001年) 
‐Social Science Citation Index (1994‐2001年) 
‐ASSIA 
 
3.  その他の情報源 
‐Cochrane Library ‐ Cochrane Database of Systematic Review; Cochrane Controlled 
Trials Register and Database of Abstracts of Reviews of Effectiveness (2001年 3号)を含
む。 
‐National Research Register (NRR) (2001年４号) 
-Dissertation Abstracts (International A) (1980‐2001年) 
- ERIC 
-適切な研究をさらに特定するため、データベース検索によって発見された記事の
参考文献を検閲した。 
-適切な研究をさらに特定するため、系統的および非系統的レビューの記事の参考
文献を検閲した。 
 
Dissertation Abstracts のなかで特定した適切と思われる論文は、英国で入手可能な
もののみ回収した。これは、海外の論文を入手するのに必要な費用が高額であっ

たためである。 
 
検索用語はデータベースによって調整した。すべての適切な論文を確実に回収す

るために、方法論的な用語は含めなかった。検索では、以下の用語を用いた。 
１．(parent* training or parent* program* or parent* education  
２．(toddler or infant or preschool or pre-school or pre school or baby or babies)  
３．#1 および #2 
 
 

 10



訳 明石留美子（コロンビア大学） 

レビューの方法 
電子データベースの検索によって特定した研究の題名と抜粋をレビューし、本レ

ビューに含めるための基準を満たしているかどうかを判断した。Jacqueline 
Parsonsが題名と抜粋を特定し、Jacqueline Parsons および Jane Barlow がそれらを
読んでレビューを行った。２名のレビューワ (JP および JB) が、基準を満たして
いると考える論文の全文をそれぞれが独自に査定した。本レビューに含めた研究

は、割り付けの隠蔽の手法を含み、数多くの基準に照合して厳密に評価した。  
 
質の査定 
以下の基準に沿って、２名のレビューワが本レビューに含めた研究の厳密な評価

を行った。'A' は、割り付けの隠蔽の適切な手法（たとえば、無作為化による電
話、あるいは連続番号をふった、不透明な封書の使用）が使われたことを示す。

'B' は、割り付けが適切に隠蔽されたかどうかが不確定であることを示す（たと
えば、隠蔽の手法が明らかでない）。'C' は、割り付けの方法が適切に 隠蔽され
ていなかったことを示す（たとえば無作為化番号の公表 リスト、または交互の
日付 、奇数/偶数の誕生日、病院の番号を用いるなどの準無作為化）。さらに各
研究について以下の要素が評価された：各グループの参加者数、参加者の減少/
脱落への対応方法、盲検化、 交絡因子の分布が査定されたかどうか。  
 
データ管理 
データは、２名のレビューワがデータ抽出フォームを使ってそれぞれ抽出し、

REVMANに入力した。公表されている実験レポートの中でデータが入手できな
かった場合は、欠落している情報を得るために著者に連絡をとった。１名の著者

がデータを提供した (Sutton 1992)。 
 
データの分析 
本レビューに含めた研究では、同じようなアウトカムを測定するために様々な尺

度が使用されたいた。たとえば児童の行動適応は、 Eyberg Child Behaviour 
Inventory (ECBI)、 Child Behaviour Questionnaire (CBQ)、  Behaviour Screening 
Questionnaire (BSQ)、 Pediatric Symptom Checklist (PSC)、  Home Situations 
Questionnaire (HSQ) によって測定された。従って各研究のそれぞれのアウトカム
における処遇効果は、介入・処遇郡の介入後スコアの平均差を標準偏差で割って

標準化し、効果の大きさを求めた。適切であると判断した場合、結果を、変量効

果模型を使って、メタ・アナリシスに組み込んだ。このような方法でデータを統

合すべきかどうかは、一次研究の母集団の多様性の度合い、介入、およびアウト

カムに基づき決定した。メタ・アナリシスへの統合の正当性を証明するうえでア

ウトカムの数が不十分な場合は、個々の研究のそれぞれのアウトカムについて効

果の大きさ と 95％の信頼区間を提示した。  
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研究についての記述  
 
検索を行ったすべてのデータベースでは抜粋が公表されていたが、 データベー
ス間で多くの抜粋が重複した 。190件 の抜粋を特定しレビューを行った。  
  
レビューを行った 190件の抜粋のうち、50件には本レビューとの直接の関連性
がなかった。レビューを行った 140件の研究のうち、5件のみが本レビューに含
めるのに値した。除外の主な理由は、研究が子育て訓練プログラムを評価するも

のでなかったこと、介入のタイプがグループを基盤としていなかったこと、研究

の対象となっていた児童が年齢の基準を満たしていなかったことにあった。また、

児童のメンタルヘルスを測定するアウトカムを含んでいなかったため、除外した

研究もあった。検索によって特定された研究のうち１件はレビューに適していた

が(Esdaile 1995)、論文のなかで必要なデータが公表されておらず、著者からもデ
ータを入手することができなかった。そのほか、RCTではない研究を行った著
者と連絡したことで、1件の新たな研究を発見することができた。この研究は現
在印刷中であるが本レビューに組み入れ、結果として合計５件の研究をレビュー

に含めることになった。 
 
レビューを行った大半の記事は英文で書かれていた。英語以外の言語で書かれた

記事についてはすべて英文の抜粋が添付されていたが、これらの研究はすべて、

抜粋に含まれている情報に基づき除外した。 
 
本レビューに含んだ研究はすべて、幼児の情緒・行動適応の改善に焦点を当てる

ものであった (Gross et al in press; Gross et al 1995; Nicholson et al 1998; Nicholson in 
press; Sutton 1992). 本レビューに含めた 2件の研究は、Webster-Strattonプログラ
ムを評価するものであった(Gross et al in press; Gross et al 1995)。これらの研究の
１つはクラスター無作為化試験で、低所得都市のデイケアに通う幼児をもつ多民

族の家族を対象としたWebster-Stratton 'Incredible Years' と称する子育て訓練
プログラムの効果を評価する研究であった(Gross et al in press)。この研究では、
子育て訓練プログラムを、教員研修プログラム、子育て訓練と教育研修を統合し

たプログラム、および待機リストの統制郡と比較し、児童の行動に対する親の査

定報告に加え、教室内での児童の行動に対する測定も含まれていた。2番目の研
究は、親子関係の改善、子育てによるストレス・うつの緩和、児童の行動問題の

軽減において、Webster-Strattonのグループベースの子育て訓練ビデオモデル・
プログラム（親子シリーズ）の効果を評価するものであった(Gross et al 1995)。
研究では、親としての自信、親のうつ状態、親子相互作用の観察に加え、児童の

行動が測定された。第 3の研究では、年齢の低い子供をもつ家族において今後行
動問題が発生しないよう、予防を目的として開発された認知・行動子育て訓練プ

ログラムの効果が評価され、親子の行動が測定された(Nicholson et al 1998)。第４
の研究は、子育て行動訓練の異なる手法を比較するもので(Sutton 1992)、子供の
行動に加え、子育てに起因する親のストレスを測定した。5番目の研究は、厳し
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い子育てを行う傾向のある親を対象とした、小規模グループの認知・行動子育て

訓練プログラムの評価を行った (Nicholson in press)。 この研究では、児童に関す
る一連のアウトカムに加え、子育てストレスおよび子育て行動を測定した。児童

の教員からのデータも集められている。  
 
レビューに含んだ研究手法の質  
本レビューに含めたすべての研究では、参加者のグループへの割り付けにおいて、

無作為化または準無作為化の手法が使われていた。１件の研究では、クラスター

無作為化デザインが採用され(Gross et al in press)、11件のデイケアセンターが 3
組の１つに無作為に割り付けられた (Gross et al in press)。２つの試験では、準無
作為化をベースに参加者をグループに割り付け研究を行った。Nicholson et alに
よる 1998年の研究では、参加者は２晩のうち都合の良い日を選択し、子育て訓
練セッションに参加した。参加日を特定しなかった参加者については、「無作

為」に研究グループに割り付けた。そして２晩のセッションのうち１つが介入郡、

残るセッションが待機リストの統制郡に割り当てられた。しかしながらこの研究

では、介入郡に割り当てたセッション日を決定したのは、親が参加日を選択する

以前か以後かは明確にされていない。Suttonの 1992年の研究では、すべての参
加者を、実験参加申し込みを受理した順番に、４つの試験グループの１つに連続

的に割り付けた。３名の申請者については、規定のクラスに参加するかどうかを

予想することが困難だったため、この順番に従うことなく割り付けた。Gross et 
alによる 1995年の研究と Nicholson による研究（in press）では、無作為化の手
順についての情報はなかった。  
 
割り付けの隠蔽 
本レビューに含んだ研究のうち、研究グループへの割り付けの隠蔽の手法につい

て記述したものはなかった。  
 
ITTに基づく解析 
Nicholson et alによる 1998年の研究では、脱落した参加家族はなく、すべての参
加者は割り付けられたグループに残ったと思われる。Gross et alによる 1995年の
研究では、親の 29%が脱落したが、ITT（Intention-To-Treat）に基づく解析は行
われなかった。すなわち、脱落した７家族は第２統制郡として残った。Gross et 
alの研究（in press）でも、子育て訓練からの脱落率は 30％の域にあったが、ITT
に基づく解析は行われなかった。Suttonの 1992年の研究では、脱落したのは２
家族のみであったが、これら家族のデータが分析に含まれたかどうかは明確にさ

れていない。Nicholson による研究（in press）では 10% の脱落率が報告されてい
るが、脱落した親が分析に含まれたかどうか、またどのグループから脱落したの

かは明記されていない。 
 
処遇の盲検化 
子育て訓練プログラムの試験では、ファシリテーターまたは親に、実施している、

あるいは受けている処遇について隠蔽することは不可能である。参加する親や研
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究実施者に処遇を隠すことができないことから発生するバイアスを最小限にとど

めるための方法の１つとして、臨床アウトカムの評価項目を隠蔽するという方法

がある。本レビューに含まれた研究のうち１件は、児童の行動について独立評価

を行い、２件の研究では、研究対象グループは評価項目について知らされなかっ

た (Gross et al in press)。 
 
交絡因子の分布  
理論上では、無作為化を行うことで、交絡因子は試験グループ間で同様に分布す

ることになるが、親の人数が少数である場合、無作為化しても交絡因子の分布が

同様にならない場合がある。従って、知りうる潜在的な 交絡因子 の分布を i) 最
初の段階で異なる研究グループ間で比較するか、ii) 分析の段階で調整すること
が重要となる。Sutton の 1992年の研究では、介入前の主な査定では違いは見ら
れなかったが、その他の交絡因子、参加者である親とその子供の年齢あるいは社

会経済的地位などに関する情報は提供されていなかった。Nicholson et alによる
1998年の研究では、児童の行動に関する介入前のデータは提供されていなかっ
たが、児童の年齢、親の人数については、介入郡と統制郡間で類似していたこと

が示されていた。デイケアセンターを割り付けの単位とした研究では、デイケア

の規模、民族構成、一人親世帯の割合、平均収入、デイケアセンターの質など、

多くの変数について、それぞれのデイケアセンターは類似していた (Gross et al in 
press)。 ２件の研究では、統制要因についての記述はなかった (Nicholson in press; 
Gross et al 1995)。 
 

結果  
本セクションは以下で構成される： 

 

セクション A：情緒・行動アウトカムについての個々の研究結果 

セクション B：情緒・行動アウトカムについてのメタ・アナリシス 

セクション C：追跡データ 

セクション D：追跡データのメタ・アナリシス 
 
（注： 効果の大きさが 0.２より小さい場合は、効果のエビデンスなしとする） 
  
セクション A: 情緒・行動アウトカムについての個々の研究結果 
 
本レビューに含めた５件の研究は、0－3歳児の情緒・行動適応の改善における
子育て訓練プログラムの効果を査定するものであった (Gross et al in press; Gross 
et al 1995; Nicholson et al 1998; Nicholson in press; Sutton 1992)。これらすべての研
究では、子育て訓練プログラムと待機リストにある統制郡が比較された。 
 
Gross et alによる研究（in press）では、12週にわたるビデオテープ・モデルプロ
グラム( Incredible Years)が、親の能力向上と児童の行動問題の緩和にどのような
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効果があったかを、親のアウトカム･レポート尺度－ Eyberg Child Behaviour 
Inventory (ECBI)と、教室での行動に関する教員レポート－Kohns Problem 
Checklist (KPC)を使って評価された。観察者による児童行動問題の評価では、 
Dyadic Parent-Child Interactive Coding System-Revisedが使われ、親子間の自由遊戯
セッションを収録した 15分間のビデオ･テープが査定された。児童の行動問題は、
DPICS-Rの８つの項目に基づき、肯定的な児童行動に対する否定的な児童行動
の割合によって査定された。 
 
この調査結果によると、ECBIを使って査定した親のレポートによる児童行動の
アウトカムについて、効果のエビデンスは見られなかった－全行動-0.01 [-0.35, 
0.33]；ECBI－強度-0.10 [-0.44, 0.25]；ECBI－行為-0.10 [-0.44, 0.24]。さらに、
ECBI－反抗的な行動 0.21 [-0.14, 0.55]では統制郡を支持する統計的に有意でない
差異と、ECBI－注意力の欠如 -0.22 [-0.57, 0.12]では介入郡を支持する有意でない
差異が示された。教室内での行動についての教員レポートの結果-0.46 [-0.80, -
0.11]では、 DPICS-Rを使って児童の行動の独立観察-0.51 [-0.86, -0.17]を行った
ときと同様、介入郡を支持する統計的に有意な差が示されている。 
 
Gross et alによる 1995年の研究では、２つの親レポート・アウトカム尺度－
Eyberg Child Behaviour Inventory (ECBI) と Toddler Temperament Scaleを使って、
10週間のビデオテープ・モデルプログラム（親子シリーズ）は、良好な親子
（2-3歳児）関係の促進に効果があったがどうかを測定した。 Dyadic Parent-
Child Interactive Coding System (DPICS)を用いて、児童の行動に対する独立観察が
行われた。この尺度では、７つの局面に沿って点数を付ける－特定化してほめる

（児童の特定の行動についてほめる）；特定化せずにほめる（子供に対し肯定的

な、一般的な言葉を述べる）；児童への批判的な言葉；身体への否定的な行動

（親が子供に対して痛みを与える接触をする、児童を抑制する、子供を押し付け

るまたは引っ張る、批判を述べる）；肯定的な感情（笑顔を見せたり笑いかける

など、子供に対して肯定的な非言語的行動をとる）；子供への命令。この尺度の

各項目間の信頼性は、母子相互作用で 74%、父子相互作用で 73.5%であった。こ
れらの尺度で測定したデータは、母親と父親の双方から集められ、個別に報告さ

れた。 
 
この研究の結果では、ECBI を使った母親のレポートによる問題の数については、
効果のエビデンス-0.02 [-0.98, 1.01]は見られなかったが、ECBIを使った母親のレ
ポートによる幼児の問題行動の強度について、統制郡を支持する統計的に有意で

ない差が示された 0.4 [-0.6, 1.41]。父親のレポートによる問題の数（ECBI を用い
る）-0.6 [-1.6, 0.4]）および父親のレポートによる問題の強度（ECBIを用いる） 
-0.9 [-1.9, 0.2]に関して、介入郡を支持する有意でない差が見られた。 Toddler 
Temperament Scaleは、様々な状況の児童の行動を、親のレポートによって測る
尺度で、幼児の気質の問題性を低いレベルから高いレベルまで９つ段階に集約す

る。この研究では、3.4以上の平均スコアは、気質の平均な問題性を超えるもの
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とみなしていた。結果として、母親によるレポート-0.8 [-1.9, 0.22]と父親による
レポート-0.6 [-1.6, 0.4]について 、介入郡を支持する有意でない差が示された。 
 
児童の行動に対する独立観察の結果において、介入郡を支持する統計的に有意で

ない差が示されたのは、特定化してほめる－母子相互作用-0.68 [-1.71, 0.34]）、
特定化してほめる－父子相互作用-0.92 [-1.98, 0.13]）、特定化せずにほめる－母
子相互作用-0.7 [-1.7, 0.3]）、批判的な言葉の数－母子相互作用-0.5 [-1.6, 0.5]）、
批判的な言葉の数－父子相互作用-0.5 [-1.5, 0.5]）、命令の数－母子相互作用-0.95 
[-2.0, 0.1]、命令の数－父子相互作用-0.6 [-1.6, 0.4]であった。さらに、介入郡を支
持した有意でない差を示したのは、身体への否定的な行動－母子相互作用-0.3 [-
1.1, 0.5]、身体への否定的な行動－父子相互作用-0.6 [-1.67, 0.4]）、児童の否定的
な行動－母子相互作用-0.6 [-1.6, 0.5]）、特定化せずにほめる－父子相互作用-0.2 
[-2.4, 1.2]であった。また、統制郡を支持する有意でない差が見られたのは、肯定
的な感情－母子相互作用 0.7 [-0.4, 1.7]）、肯定的な感情－父子相互作用 0.9 [-0.2, 
2.0]）、特定化せずにほめる－父子相互作用 0.2 [-2.4, 1.2]）、特定化せずにほめ
る－父子相互作用-0.2 [-2.4, 1.2]であった。 
  
Suttonの 1992年の研究では、２種の親によるレポート・アウトカム－Child 
Behaviour Questionnaire (CBQ) と Home Situations Questionnaire (HSQ)を使って、就
学前児童（平均年齢 2歳 10ヵ月）の行動改善における８週間のグループベース
子育て訓練行動プログラムの効果が評価された。その結果では、幼児の行動（児

童の行動研究票によって測定）について、介入郡を支持する有意差-1.5 [-2.6, -
0.46]）が示された。さらに、様々な家庭の状況にある幼児の行動に関し、介入
郡を支持する有意差-1.34 [-2.37, -0.31]が示されている。 
 
さらに２本の研究－Nicholsonの研究（in press）および Nicholson らによる 1998
年の研究－では、子育て訓練認知・行動プログラムの効果が評価された。これら

２本のうち最新の研究では、親による一連のレポート・アウトカムを用いて、1
－5歳児をもつ低所得でリスクの高い親を対象にした、情緒・行動問題を予防す
るための 10週間のグループベース子育てプログラムの効果を評価した。情緒・
行動適応は Behaviour Screening Questionnaire (BSQ)、 Eyberg Child Behaviour 
Inventory (ECBI)、Pediatric Symptom Checklist (PSC)を用いて査定された。
Pediatric Symptom Checklistは、児童の典型的な行動問題を測定するもので、親と
教員の双方によるレポート形式が採用されている。研究結果として、BSQで測
定された情緒・行動適応-0.8 [-1.6, 0.03]、ECBIで測定された行動問題の数-0.45 [-
1.23, 0.33]および児童の行動問題の強度-0.4 [-1.1, 0.4]）、Pediatric Symptom 
Checklist で測定された親のレポートによる行動問題の数-0.5 [-1.26, 0.3]では、介
入郡を支持する有意でない差異が示された。さらに、教員のレポートによる

Pediatric Symptom Checklist -0.6 [-1.4, 0.2]、教員のレポートによる Sutter-Eyberg 
Behaviour Inventory （問題） -0.31 [-1.09, 0.46]）、教員のレポートによる Sutter-
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Eyberg Behaviour Inventory （強度）-0.77 [-1.57, 0.03]）にも、介入郡を支持する
非有意な差が見られた。 
 
2本目の Nicholsonによる研究では、幼児（平均年齢３歳）をもつ親を対象とし
た、10時間にわたる４セッションのグループベース子育て訓練認知・行動プロ
グラムの効果が評価された。Behaviour Screening Questionnaire (BSQ)を用いて、
情緒・行動適応が測定され、結果では、介入郡の幼児を支持する有意差が認めら

れた-0.8 [-1.44, -0.1]。 
  
セクション B: 情緒・行動アウトカムについてのメタ・アナリシス 
 
次のアウトカム・データを用いて 2本のメタ・アナリシスを行った：１）親のレ
ポート；２）児童の行動の独立観察。 
 
1.  親によるレポート 
5件の研究では (Gross et al in press； Nicholson in press； Nicholson et al 1998； 
Sutton 1992；Gross et al 1995)、乳幼児の情緒・行動アウトカムの改善における子
育て訓練プログラムの効果を、Eyberg Child Behaviour Inventory (ECBI)、
Behaviour Screening Questionnaire (BSQ)、Child Behaviour Questionnaire (CBQ)、
Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS)などの、親によるレポートを
測る標準測度を用いて評価した。これら５件の研究では、児童の情緒および行動

適応を測る合計 34の尺度が使われたが、これらのうち 29の尺度は同一の児童を
繰り返し測る尺度であったため、5つの尺度のみをメタ・アナリシスに含めた。
4つの尺度は次の基準に沿って選択した：母親によるレポートは児童の行動を査
定する上でより一般的に使われる方法であり、また、母親の方が父親に比べ子供

と接する時間が長いことから、父親によるレポートより、母親によるレポートが

支持された。一貫性を保つために、教員によるレポートよりも親によるレポート

の方が好まれた。ECBIは児童の行動適応を測る上で、より一般的に使われてい
ることから、Gross の研究では TTSよりも ECBIが支持された。 
 
５件の研究では、合計 236人の参加者（介入郡 127人、統制郡 109人）のデータ
が含まれた。データを統合すると、介入郡を支持する統計的に有意でない差が示

された-0.29 [-0.55, -0.02]。 
 
2.  独立観察  
3件の研究が、児童の行動の標準独立観察を用いて、乳幼児の情緒・行動アウト
カムの改善における子育て訓練プログラムの効果を測定した。(Gross et al 1995
年； Gross et al in press； Nicholson in press)。これらの研究では、Pediatric 
Symptom Checklist teacher-report、Sutter-Eyberg Behaviour Inventory teacher-report、
Kohn Pediatric Checklist (KPC) teacher-report、親子の相互作用に関する独立観察－
Dyadic Parent-Child Checklistなどが使われた。3件の研究には、合計７つのアウ
トカム･アセスメントが含まれていたが、そのうち 4種が同一の児童に対して繰
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り返し測定を行うものであったため、3種のみをメタ･アナリシスに含めた。こ
れら 3種の尺度は、以下の基準に沿って選択した：父子の観察ではなく母子の観
察を行った。教員によるレポートではなく、親子相互作用の観察を活用した。教

員によるレポートのみが用いられていた場合は、要約指標を選択した。すなわち

Nicholsonの研究（in press）では３件の教員によるレポート‐Sutter-Eyberg 
Intensity、Sutter Eyberg Problems、Pediatric Symptom Checklistが使われていたが、
後者をメタ･アナリシスに含めた。 
 
3件の研究には、合計 177人の参加者（介入郡 99人、統制郡 78人）に関するデ
ータが含まれた。統合したデータでは、介入郡を支持する有意差が示された-
0.54 [-0.84, -0.23]。 
 
セクション C：追跡の結果  
 
5件のすべての研究は追跡データを含んでいた。しかしながら、介入郡と統制郡
の両方のデータを提供していたのは 2件の研究だけであった (Gross et al in 
press；Gross et al 1995)。1件の研究では、追跡によって統制郡は介入を受けたた
め、待機リストの統制郡に関するデータの報告はなく(Sutton 1992年)、もう 1件
の研究では、待機リストの統制郡が介入を受けた後、介入郡と統制郡のデータを

統合していた (Nicholson in press)。残る１件の研究では、介入郡、統制郡につい
ての追跡データは示されていなかった(Nicholson、1998年)。  
 
Gross et alの研究（in press）では、１年後の追跡において、ECBI –注意力の欠如-
0.29 [-0.63, 0.05]；強度 -0.23[-0.57, 0.11]では、介入郡を支持する有意でない差が
見られたが、反抗-0.16 [-0.51, 0.18]；行為-0.17 [-0.51, 0.17]、行動の総合-0.18 [-
0.52, 0.17]では、効果のエビデンスは見られなかった。教室内の行動に関する教
員によるレポートでは介入郡を支持する有意差が示されたが-0.66 [-1.01, -0.32]、
児童の行動の独立観察では効果のエビデンスは見られなかった-0.15 [-0.49, 0.10]。
従って、教員によるレポートでは介入郡について有意な変化が増したにもかかわ

らず、児童行動の独立観察では後退した。 
 
Gross et alの 1995年の研究では、3ヵ月後の追跡において、Toddler Temperament 
Scale 父親レポート-0.63 [-1.66, 0.39]および母親レポート-0.92 [-1.98, 0.13]では、
介入郡を支持する有意ではない差が示された。それ以外の結果ではすべて、統制

郡を支持する有意でない差が見られた‐Eyberg Child Behaviour Inventory Intensity 
–母親レポート 0.35 [-0.66, 1.35]、問題の数‐母親レポート（0.34 [-0.67, 1.34]、強
度‐父親レポート 0.35 [-0.66, 1.35]、 Eyberg Child Behaviour Inventory 問題の数‐
父親レポート 0.14 [-0.85, 1.14]では効果のエビデンス無し。 
 
児童行動の独立観察では、特定化してほめる－母子相互作用について、介入郡を

支持する有意でない差が示されたが（-0.8 [-1.9, 0.3]）、特定化してほめる‐父子
相互作用については、介入郡と統制郡の間に差は認められなかった。特定化せず
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にほめる‐相互作用（-0.4 [-1.4, 0.6]）および特定化せずにほめる‐父子相互作用
（1.1 [-0.01, 2.1]）について、介入郡を支持する有意でない差が見られた。批判的
な言葉‐母子相互作用（-1.7 [-2.9, -0.5]）では介入郡を支持する有意差、批判的
な言葉‐父子相互作用（-0.9 [-1.98, 0.1]）では有意でない差が見られた。身体へ
の否定的な行動－母子相互作用については介入郡を支持する有意差（-1.35 [-2.47, 
-0.2]）が見られた一方、身体への否定的な行動－父子相互作用については、統制
郡を支持する若干の有意でない差が見られた（0.3 [-0.8, 1.3]）。命令の数－母子
相互作用（-0.7[-1.8, 0.3]）、命令の数－父子相互作用（-0.9 [-1.9, 0.2]）、児童の
否定的な行動－母子相互作用（-1.0 [-2.0, 0.1]）では、介入郡を支持する有意でな
い差異が示された。身体への否定的な行動－父子相互作用（-0.02 [-1.0, 1.0]）に
ついては、２つの郡の間に差は認められなかった。肯定的な感情－母子相互作用

（0.6 [-0.5, 1.6]）および肯定的な感情－父子相互作用（0.3 [-0.7, 1.3]）については、
統制郡を支持する有意でない差が見られた。 
   
介入郡のみに関する 12－18ヵ月間の追跡データを示した Sutton（1992年）の研
究では、情緒・行動適応における改善は一定期間にわたって維持されたものの、

介入直後の結果では若干の後退が見られた。すなわち、Child Behaviour 
Questionnaireの平均点が 6.0 から 8.2へと悪化し、Home Situation Questionnaireで
は、平均点が 25.3から 24.4へと落ち込んだ。  
 
Nicholson（in press）の研究では、ECBIを用いて、介入郡と待機リストの統制郡
を統合した１ヵ月の追跡データが示された。こうした結果は、追跡時点で介入後

の改善がすべての測定において維持され、Pediatric Symptom Checklist (親による
レポート) と ECBI(教員によるレポート) (問題と強度)については、さらなる改善
が追跡において確認された。一方、Pediatric Symptom Checklist (教員によるレポ
ート) および Sutter Eyberg Behaviour Inventory (教員によるレポート) (問題と強度)
では、介入後のスコアに若干の後退が認められた。 
 
セクション D： 追跡データのメタ・アナリシス 
 
２件の研究 (Gross et al in press; Gross et al 1995)では、介入郡と統制郡の双方につ
いて、Dyadic Parent-Child Interaction Scale (DPICS)を使って、１年 3ヵ月間の追跡
データが示されていた。 
 
これら２件の研究では、合計 151人（介入郡 86人、統制郡 65人）のデータが提
供された。結果では、介入郡を支持する統計的に有意な差が見られた（‐0.24 [-
0.56, 0.09]）。 
 
 
考  察 
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本レビューは２つの目的をもつ。第一は、乳幼児のメンタルヘルスを改善する上

でグループベースの子育て訓練プログラムの効果を測ることである。本レビュー

に含めた研究の本数は少ないが、結果は、3歳以下の幼児の情緒・行動適応を改
善するためにグループを基盤とした子育て訓練プログラムを用いることに一定の

支持を与えるものであった。しかしながら、限られた追跡データでは、こうした

効果が一定期間持続するかどうかに関して不確実なエビデンスしか示されない。 
 
本レビューに含めた５本の研究のすべてには、効果の大きさを計算するのに十分

なデータが含まれていた。多くの場合、かなり大きな効果が得られたにもかかわ

らず、95％の信頼区間はゼロを超えた。これは、５本のすべての研究において数
が少なかったことから、大きな信頼区間を得たことを反映している。児童の情

緒・行動適応の独立観察のメタ・アナリシスでは、介入郡を支持する統計的に有

意な結果を得たが、親によるレポートでは統計的に有意な結果は得られなかった。

独立観察ではアウトカムに対してより客観的なアセスメントが得られる一方、親

によるレポートでは通常、児童の行動の変化が過剰評価されるため、これは興味

深い結果である。しかしながら、双方のメタ・アナリシスに含まれた数は少なく、

さらなるデータが得られた場合、結果は異なると思われる。さらに、児童の情

緒・行動適応の独立査定のメタ・アナリシスには、１本の教員によるレポートが

含まれたが、第一次調査において教員たちが介入郡に対して盲検化されていたか

どうかは明らかにされていない (Nicholson、in press)。 
 
こうしたプログラムの効果がどの程度長く持続するかについて、十分な追跡デー

タはなく、また多くの場合、介入郡のみのデータが入手可能であった。介入郡と

統制郡の双方の追跡データを含んだ２本の研究では、介入郡を支持する統計的に

有意でない差異が示された。総合的にこれらの結果は、このような早期子育て訓

練プログラムの長期的な効果に関して確実な結論を得るためには、さらなるデー

タが必要であることを指摘する。 
 
本レビューに含めた研究の１つではクラスター無作為化比較試験デザインが用い

られ、個人以外の単位、たとえばデイケアセンター(Gross et al in press)を用いた、
無作為割り付けが行われた。しかしながら結果は、個人の無作為化に必要な参加

者数に対する、クラスター 無作為化に必要な参加者の総数の割合と定義される
「デザイン効果」を説明するために調整された。 
 
本レビューの 2番目の目的は、レビューに含めた研究が、メンタルヘルス問題の
一次予防における子育て訓練プログラムの有効性について、エビデンスを与える

ものかどうかを査定することであった。一次予防は、問題の原因を除去すること、

あるいは最初に問題が発生することを防ぐ個人の抵抗力を高めることを目的とす

る。二次予防には、問題の早期発見と治療が含まれる。本レビューに含んだ研究

の多くが問題の進行を防ぐことを目的としたが、研究に参加した幼児がどの程度

の問題をすでに経験していたかを査定して初めて、それが一次または二次予防で

あったかを知ることができる。このような個人データは、レビューに含めた研究
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のどれからも得ることができなかったが、ほとんどの研究では、試験前の平均測

定値によって、児童の多くが実際に何らかの問題をすでに経験していたことが示

された。含まれたプログラムうち１件のみが情緒・行動問題の一次予防を目的と

していた。このプログラムは、家族の既存の強さを強化することを目的とした予

防教育哲学に基づくものであった(Nicholson et al 1998)。この研究の回答者は、学
校と地域センターで配られたチラシによって募られた有志の親たちであった。幼

児の標本の過半数については、介入前スコアの平均は 12.6（この尺度を用いたケ
ースとしての認定基準は 11）で、Behaviour Screening Questionnaireの臨床範囲外
にあった。本研究の結果によると、幼児の情緒・行動適応の改善に加え、言語的

および身体的に罰することが減少したことが介入郡の親たちによって報告され、

しつけの習慣のこうした変化は６週間後の追跡でも持続した。しかしながら、情

緒・行動問題の一次予防を目的とした、こうした短期的な子育て訓練プログラム

の効果について、確実な結論に到達するためには、同研究のさらに長期的な追跡

が必要であろう。 
 
幼児の情緒・行動問題の一次予防を目的としないプログラムは、すなわちプログ

ラムに参加している 2歳児がすでにこうした問題を抱えている場合は、その他の
問題、たとえば、児童の発達後期に発生する非行や孤立などの二次予防において

重要な役割を果たすことは決してない。こうした問題の一次予防における早期子

育て訓練プログラムの成果を評価するには、現在のところ十分な追跡が行われて

いない。たとえば青年期における効果が、子育て訓練プログラムのような早期の

短期介入によるものかどうかを判断するのは困難であるが、保育期や就学時の早

期子育て訓練プログラムに参加した親の子供を追跡調査することは重要である。 
 
本レビューに含めた多くのプログラムは選択ベースで提供されていた (Nicholson 
in press； Gross et al in press)。Nicholson の研究（in press）に含まれたプログラム
は、社会経済的地位が低く、言語的・身体的な罰を過剰に用いるエビデンスをも

つ親たちを対象とした。複数のストレスを抱える、低所得のグループは、低いア

ウトカムを呈するリスクが高く、著者が指摘するように、小さなうちから子供に

言語的・身体的に過剰な罰を与え続けることは、子供の行動問題の増加(Brenner 
1999)、メンタルヘルスの問題 (Reid 1991)、行動不安 (Velez 1989)に密接に関係す
る。この研究では、プログラムに参加する親の子供のアウトカムの改善に加えて、

親による言語的・身体的罰、怒り、ストレスの度合い自体が大幅に減少すること

が示された。こうした結果は１ヵ月後の追跡でも維持され、この重要な研究がさ

らに長期にわたって追跡されていくことが望まれる。Gross et al（in press）の研
究は、米国の低所得都市部にあるデイケアセンターに預けられている幼児の多民

族家族を対象とした、Incredible Years Programmeの効果を評価した。親によるレ
ポートでは介入直後の効果についてのエビデンスはほとんど示されなかったが、

教員と独立観察者による介入後レポートでは重要な変化が報告され、教員が報告

した変化は１年後の追跡でも確認された。 
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本レビューに含めたすべての研究には、結果の一般化に支障をきたす多くの方法

論上の問題があった。１つの研究では有志のみを対象とし (Nicholson et al 1998)、
Gross et al（1995）の研究では、参加者が照会によるものか有志によるものか不
明瞭であった。すなわち、参加者は HMOまたは近隣のコミュニティから募られ
た。３つの研究では、研究への参加についての基準が設けられていた。Gross et 
al（1995）の研究では、母親と父親の双方の参加が要求され、また子供も行動問
題に関する基準を満たしていなければならなかった。Nicholson の研究（in 
press）では、参加者は低所得のグループに限られ、Parent Behavior Checklistの測
定によると言語的・身体的罰を過度に与えているグループであった。残る２つの

研究では資格要件は特になかった(Sutton 1992; Nicholson et al 1998)。Sutton
（1992）の研究では、親の社会経済的地位の査定はされていなかった。 
  
本レビューに含めた研究で評価された子育て訓練プログラムには、母親と父親の

双方が参加していたため、レビューの結果は母親と父親の双方への一般化が可能

である。レビューに含んだ研究の１件のみが親の民族に関する情報を含んでおり、

ラテン系およびアフリカ系アメリカ人を含め、幅広い少数民族の親たちにとって、

子育て訓練プログラムが有効であると報告した(Gross et al in press)。４つの研究
が米国で行われ(Gross et al in press；Nicholson in press；Nicholson et al 1998；
Gross et al 1995) 、１つが英国で行われたものであった (Sutton 1992)。  
  
２つの研究の脱落率は 30％程度であった(Gross et al in press；Gross et al 1995)。 
これらのうち１つの研究では、脱落した親は、脱落しなかった親に比べ、過剰反

応なしつけのスコアが大幅に低かった。これは、脱落した親は強制的で厳しいし

つけを行うことが少なかったことを意味している。こうした親たちはラテン系で

ある確率が高かった(Gross et al in press)。２番目の研究では、介入を受け続けた
親と比べると、脱落した親たちは全員、子供の行動問題を過小評価していた。

Nicholson（in press）の研究では脱落率は 10%であったが、脱落した親たちが分
析に含まれたかどうか、またどの郡の親たちが脱落したのかは明らかにされてい

ない。その他の研究では、子供たちの反社会的な行動のために子育て訓練プログ

ラムに照会された家族の脱落は、より深刻な行動不安の兆候およびより非行的な

行動；子供との関係、母親自身の役割、生活における様々な出来事に起因するス

トレスを訴える母親；社会経済的に不利な立場にある家族、と関係していること

が指摘された(Kazdin 1990)。さらにその他の研究では、低い社会階層や少数民族
のグループ(Farrington 1991； Holden 1990； Strain 1981)、より多くの問題を抱え
る子供など(Holden et. al. 1990)、脱落の可能性の高いグループが特定された。親
が子育て訓練プログラムから脱落してしまう多くの段階がある。調査によると、

最初のインテークからの脱落は親の絶望感、悲観的感情と関連する一方、プログ

ラムからの脱落はセラピストの経験の浅さに関係する (Frankel 1992)。参加者の
減少と脱落に関する問題 は、こうしたことから発生するバイアスを制限する、
ITT（intention-to-treat）に基づいて試験結果を評価することの重要性を示唆する。 
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レビューワによる結論  
 
実践に向けた提言  
本レビューによる発見は、3歳以下の児童の情緒・行動適応を改善するためのグ
ループベースの子育て訓練プログラムの活用に、一定の支持を与えるものである。

こうした結果がどの程度長期的に維持されるかについてのエビデンスは限られ、

不確かであるが、幼児の発達において急速な変化が見られる時期に、後の時点で

のさらなるインプットが必要であろう。こうした質問に答えるには、より多くの

研究が必要である。 
 
本レビューに含まれた研究のすべては、行動、認知‐行動、ビデオテープ・モデ

ルの子育て訓練プログラムの研究であり、従ってここでの結果はその他のタイプ

の子育て訓練プログラムに一般化すべきでない。 
 
現在のところ、メンタルヘルスの問題の一次予防に、子育て訓練プログラムがど

のような役割を果たせるかについて、確実な結論を出すために十分なエビデンス

はなく、この重要な課題についてさらなる研究が必要である。  
 
調査研究に向けた提言  
本レビューでの限りあるデータを基に、効果がどの程度長期的に持続するかにつ

いて、決定的なエビデンスを提供することは不可能である。また、メンタルヘル

スの問題の一次予防において、子育て訓練プログラムが果たす役割を査定するこ

ともできない。母集団への一次予防のために、すなわち妊娠中および/または出
産直後のすべての親に提供される子育て訓練プログラムについて、より一層の精

緻な研究が必要である。研究の外部妥当性を高めるために、より多くの参加者を

含める必要があり、メンタルヘルスの査定を含め、より幅広いアウトカムの測定

を行わなければならない。こうした研究は、さらに長期にわたる追跡、すなわち

幼児期、可能であれば青年期までの追跡調査の基盤を提供するものになると思わ

れる。 
 
乳児期の親子関係の質が、児童期と成人期のメンタルヘルスに重要であるという

決定的なエビデンスが示されている。子育て訓練プログラムによって、乳幼児の

情緒・行動適応を改善することは可能である。こうした問題の予防効果の評価研

究も緊急課題である。本レビューによる予備的エビデンスは、メンタルヘルス問

題の一次予防における子育て訓練プログラムの効果に関し、大規模な試験の必要

性を指摘するものである。 
 
追跡データが限られているという事実は、さらなる研究を実施し、こうしたプロ

グラムの結果がどの程度長期にわたって持続するのか、また親たちは後の時点で

さらなるインプットを必要とするのかを査定する必要性を指摘する。こうのよう

なプログラムの長期的な効果、すなわち就学時またはそれ以降の効果に関するエ

ビデンスも必要である。 
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レビューに含めた研究の特徴 

研究ID 方法 参加者 介入 アウトカム 注 割付の

隠蔽 

Gross et al 1995 前後測定を伴

ったRCT 
24-36カ月間行動問題を抱えてい
たという基準を満たす子供の両

親。23家族が医療センターHMO
および周辺地域から照会された 

10週間の子育てグループ
訓練（n=10） ;WL統制１
（n=6）統制２（割付の後
に脱落、n=7) 

Eyberg Child Behaviour 
Inventory; Toddler 
Temperament Scale 

二次予防。無作為割付につい

ての詳細はない 
B 

Gross et al 

 in press 

前後測定を伴

ったクラスタ

ーRCT 

低所得都市のデイケアセンター

に幼児（2－3歳）を預けている
多民族の親 

子育てグループ訓練

（n=75） ; 

教員研修（n=52） ; 

親・教員当統合グループ

訓練（n=78) ;統制郡
（n=59) ; 

Eyberg Child Behaviour 
Inventory; Kohns Problem 
Checklist; Dyadic Parent-
Child Interactive Coding 
Sytem - Revised 

二次予防。無作為割付。その

他の詳細はない 
B 

Nicholson et al 
1998 

前後測定を伴

った準無作為

化比較試験 

1－5歳児の片親、両親。有志母
集団標本 

10時間の子育てグループ
訓練（n=20) ;WL統制
（n=20)  

Behaviour Screening 
Questionnaire 

一次予防。介入日の選択によ

る割付 
D 

Nicholson in 
press 

前後測定を伴

ったRCT 
1－5歳児の母親、父親、祖母。
自己か教員による照会 

10時間の子育てグループ
訓練（n=13) ;WL統制
（n=13)  

Behaviour Screening 
Questionnaire, Eyberg 
Child Behaviour 
Inventory, Sutter-Eyberg 
Student Behaviour 
Inventory, Pediatric 
Screening Checklist 

二次予防。無作為割付。その

他の詳細はない 
B 

Sutton 1992 前後測定を伴

った準無作為

化比較試験 

修学前児童の親41人。他または
自己による照会 

子育てグループ訓練

（n=8) 家庭訪問（n=10)電
話（n=12)  WL統制
（n=11)  

Child Behaviour 
Questionnaire; home 
situations 

二次予防。連続割付。オリジ

ナルのWLが後の実験として分
析に含まれた（クロスオーバ

ー・デザイン）。著者からデ

ータを入手 

D 
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除外した調査の特徴 

調査ID   除外の理由 

Adesso & Lipson 1981 0-3歳児ではなかった 

Anastopoulos 1993  0-3歳児ではなかった 

Barber 1992   0-3歳児ではなかった 

Barkley et al 2000  0-3歳児ではなかった 

Barth 1983   児童に関するアウトカムがなかった 

Bergan 1983   児童アウトカムについて標準測度がなかった 

Bierman 2000   0-3歳児ではなかった 

    マルチモデル 

Booth 1987   親のグループ・トレーニングでなかった 

Bradley 1984   親のグループ・トレーニングでなかった 

Breiner 1984   文献レビュー 

Brenner 1999   RCTではなかった 

Brestan 1998   文献レビュー 

Brody 1985   0-3歳児ではなかった 

Browne 1989   児童のアウトカムの測定がなかった 

Brunk 1987   0-3歳児ではなかった 

Censullo 1994   RCTではなかった 

Collins 1992   児童のアウトカムの測定がなかった 

Corcoran 2000  文献レビュー 

Crummette 1985  児童のアウトカムの測定がなかった 

Cunningham 1995  0-3歳児ではなかった  

Dadds 1992   0-3歳児ではなかった 

Dickinson 1992  統制郡がなかった  
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Draper 1997   親のグループ・トレーニングでなかった 

Ducharme 1996  0-3歳児ではなかった  

Dumas 1984   0-3歳児ではなかった 

Dumas 1986   0-3歳児ではなかった 

Esdaile 1995   著者からデータが得られなかった 

Evans 1980   実験調査でなかった 

Fetsch 1999   児童のアウトカムの測定がなかった 

Forehand 1979  0-3歳児ではなかった 

Forehand 1980  親のグループ・トレーニングでなかった 

Forgatch 1979  0-3歳児ではなかった 

Forgatch 1999  0-3歳児ではなかった 

Frank 1981   ケーススタディ 

Fulton 1991   親のグループ・トレーニングでなかった 

Gainey 1995   児童のアウトカムの測定がなかった 

Golub 1987   児童のアウトカムの測定がなかった 

Gordon 1979   0-3歳児ではなかった   

Harris 1989   0-3歳児ではなかった 

Heinicke 1984  実験調査でなかった 

Hewitt 1987   児童のアウトカムの測定がなかった 

Hobbs 1984   0-3歳児ではなかった 

Hutchings 1996  統制郡がなかった 

Iven 1989   児童のアウトカムの測定がなかった 

Jarrett 2000   実験調査でなかった 

Kissman 1992   RCTではなかった 
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Lambermon 1989  親のグループ・トレーニングでなかった 

Lee 1996   実験調査でなかった 

Lutzer 1987   児童のアウトカムの測定がなかった 

Marinho 2000  0-3歳児ではなかった  

McBride 1991a  児童のアウトカムの測定がなかった 

McBride 1991b  0-3歳児ではなかった 

McDade 1998   アウトカム測定が不適当（行動に関するものでない） 

McMahon 1981  0-3歳児ではなかった 

Miller 1980   親のグループ・トレーニングでなかった 

Miller 1994   文献レビュー 

Moran 1985   親のグループ・トレーニングでなかった 

Moreland 1982  文献レビュー 

Moxley 1983   親のグループ・トレーニングでなかった 

Neef 1995   0-3歳児ではなかった 

Niebel 2000   0-3歳児ではなかった 

Nurcombe 1984  親のグループ・トレーニングでなかった 

Nye 1995   親のグループ・トレーニングでなかった 

Nye 1999   親のグループ・トレーニングでなかった 

Parr 1998   児童のアウトカムの測定がなかった 

    マルチモデル 

Pelchat 1999   親のグループ・トレーニングでなかった 

Pelham 1998   文献レビュー 

Peters 1989   児童のアウトカムの測定がなかった 

Pevsner 1982   0-3歳児ではなかった 
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Pisterman 1989  0-3歳児ではなかった  

Pisterman 1992  0-3歳児ではなかった 

Puckering 1994  児童のアウトカムの測定がなかった 

Resnick 1985   0-3歳児ではなかった 

Roosa 1983   親のグループ・トレーニングでなかった 

Routh 1995   0-3歳児ではなかった 

Sanders 1985   0-3歳児ではなかった 

Sanders 2000   親のグループ・トレーニングでなかった 

Sandler 1983   親のグループ・トレーニングでなかった 

Schamess 1987  実験調査でなかった 

Schultz 1993   0-3歳児ではなかった 

Serketich 1996  文献レビュー 

Sheeber 1994   0-3歳児ではなかった 

Sheeber 1995   Sheeber 1994と同様の研究 

Shelton 2000   追跡調査 

Sibisi 1982   実験調査でなかった 

Siegert 1980   0-3歳児ではなかった 

Somers 1980   実験調査でなかった 

    記述的研究 

Strayhorn 1989  0-3歳児ではなかった  

Strayhorn 1991  0-3歳児ではなかった。追跡調査のみ 

Telleen 1989   0-7歳児ではなかった 

    特に１人の児童と関連性がなかった 

Thurston 1979  0-3歳児ではなかった 
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Tiedemann 1992  0-3歳児ではなかった 

Truss    グループベースの介入に加え、乳児が48カ月になるま 

で小冊子が毎月親に郵送された    

Tucker 1997   レビュー 

Tucker 1998   本レビューに含まれたGrossの追跡調査 

Turner 1994   親のグループ・トレーニングでなかった 

Wantz 1984   0-3歳児ではなかった 

WebsterStratton 1982 0-3歳児ではなかった  

WebsterStratton 1984 0-3歳児ではなかった 

WebsterStratton 1989 0-3歳児ではなかった 

WebsterStratton 1994 0-3歳児ではなかった 

WebsterStratton1982b 0-3歳児ではなかった 

WebsterStratton1990 追跡調査 

WebsterStratton1990b 0-3歳児ではなかった 

Weinberg 1999  0-3歳児ではなかった 

Whipple 1996   0-3歳児ではなかった 

Wilczak 1999   児童のアウトカムの測定がなかった 

Wint 1987   親のグループ・トレーニングでなかった 

Zachariah 1994  児童のアウトカムの測定がなかった 
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 04 Toddler Temperament Scale -mother report  －母親レポート 
 05 ECBI intensity-father report 強度―父親レポート 
 06 ECBI problems-father report 問題－父親レポート 
 07 Toddler Temperament Scale -father report －父親レポート 
 08 Child Behaviour Questionnaire  
 09 Home Situations Questionnaire  
 10 Pediatric Symptom Checklist -parent report  －親によるレポート 
 11 Pediatric Symptom Checklist -teacher report  －教員によるレポート 
 12 Sutter-Eyberg Behaviour Inventory (Intensity) -teacher report  

（強度）－教員によるレポート 
 13 Sutter-Eyberg Behaviour Inventory (Problems) -teacher report      

               （問題）－教員によるレポート 
 14 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Labeled praise (mothers) 

            －特定化してほめる（母親） 
 15 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Unlabeled praise (mothers)  
                  －特定化せずほめる（母親） 
 16 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Critical statements (mothers)  

            －批判的な言葉（母親） 
 17 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Physical negative behaviour  

          －身体への否定的な行動 
(mothers)  
  18 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Positive affect  (mothers) 
          －肯定的な感情（母親） 
  19 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Commands (mothers)  
          －命令（母親） 
  20 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Child negative behavior  
          ‐児童の否定的な行動 
(mothers)  
  21 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Labeled praise (fathers) 
            －特定化してほめる（父親） 
  22 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Unlabeled praise (fathers)  
            －特定化せずほめる（父親） 
  23 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Critical statements (fathers)  

－批判的な言葉（父親） 
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  24 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Physical negative behavior  
          －身体への否定的な行動 
(fathers)  
  25 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Positive affect (fathers)  
          －肯定的な感情（父親） 
  26 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Commands (fathers)   

－命令（父親） 

  27 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Child negative behaviour  
          ‐児童の否定的な行動 
(fathers)  
  28 ECBI – Total ‐総合 
  29 ECBI –Intensity ‐強度 
  30 ECBI -Oppositional  ‐反抗的 
  31 ECBI –Inattentive ‐注意力の欠如  
  32 ECBI –Conduct ‐行為 
  33 Classroom Behaviour Problems (KPC)  
  34 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System-Revised -Negative Behaviour  
          ‐否定的な行動 
02 Meta-analysis  メタ･アナリシス 
 01 Emotional and Behavioural Outcomes -parent-report ‐親によるレポート  
 02 Emotional and Behavioural Outcomes -Independent observation ‐独立観察 
03 Follow-up  追跡 

01 Emotional and Behavioural Outcomes 情緒･行動アウトカム 
 01 ECBI Intensity -mother report 強度－母親レポート  
 02 ECBI problems -mother report  問題－母親レポート 
 03 Toddler Temperament Scale -mother report －母親レポート   
 04 ECBI intensity -father report 強度－父親レポート   
 05 ECBI problems -father report 問題－父親レポート 
 06 Toddler Temperament Scale -father report 父親レポート 
 07 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Labeled praise (mothers)  

          －特定化してほめる（母親） 
 08 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Unlabeled praise (mothers)  

          －特定化せずほめる（母親） 
 09 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Critical statements (mothers)  

‐批判的な言葉（母親） 
 10 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Physical negative behaviour  

‐身体への否定的な行動 
(mothers)  
    11 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Positive affect (mothers)  
          －肯定的感情（母親） 
    12 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Commands (mothers) 

 52



訳 明石留美子（コロンビア大学） 

         ‐命令（母親） 
    13 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Child negative behavior  
          －児童の否定的な行動 
(mothers)  
    14 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Labeled praise (fathers)  
          －特定化してほめる（父親） 

 15 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Unlabeled praise (fathers)  
          －特定化せずほめる（父親） 

 16 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Critical statements (fathers)  
          －批判的な言葉（父親） 

 17 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Physical negative behaviour  
          －児童の否定的な行動 
(fathers)  
       18 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -positive affect (fathers)  
          －肯定的な感情（父親） 
       19 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Commands (fathers)  
          －命令（父親） 
       20 Dyadic Parent-Child Interaction Coding System (DPICS) -Child negative behavior (fathers)  
          －児童の否定的な行動（父親） 
       21 ECBI – Total 総合 
       22 ECBI –Intensity 強度  
       23 ECBI –Oppositional 反抗的  
       24 ECBI –Inattentive 注意力の欠如  
       25 ECBI –Conduct 行為   
       26 Classroom Behaviour Problems -KPC  
       27 Dyadic Parent-Child Interactive Coding System-Revised -Negative Behaviour  
          －否定的な行動 
04 Meta-analysis of follow-up data  メタ･アナリシスの追跡データ 
  01 Emotional and Behavioural Outcomes 情緒･行動アウトカム 
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表（追加） 
 
01 子育て訓練プログラムの内容 
 

研究 内 容 
Gross et al, 1995 10週間にわたるグループベースの子育て訓練プログラムで、自

己効力感理論に基づいてWebster-Stratton が開発。親は、統制の
経験、親子モデル・ビネットの観察とディスカッション、参加

者間の相互支援と激励を通じて学習する。プログラムには、a)
自分の子供との遊び方、b)子供の学習支援、c)ほめることとほ
うびの有効な活用、d)有効に制限を設定する方法、e)悪い行為
への対処が含まれた。精神病院の看護師がグループを指導。 

Nicholson et al, 1998 1－5歳児の親を対象に、確立された知識、および児童の発達、
認知心理学、社会学習理論の文献から引き出された子育て方法

に基づいて開発された、10時間のグループベースの子育て訓練
プログラム。プログラムは主に 4つの要素で構成され、STAR
として知られる。第 1に、子供の行動に応える前に、親たちは
止まって（Stop）考える（Think）ことを奨励される。第 2に、
親が、子供に対する期待について質問する（Ask）ことに焦点
を当てる。第 3に発達を促す養育の戦略について考え、第 4に
規律と、子供の行動に関する抑制に取り組む（Respond）。プ
ログラムはペアレント・エジュケーターが実施。 

Nicholson et al, 2001 STAR 子育て訓練プログラム（Nicholson et al, 1998の中で説
明）を活用した心理教育プログラム。トレーニングは、STAR
プログラムの研修を受けたファシリテーターによって実施。 

Sutton, 1992 8週間にわたる、社会学習理論の原則に基づいたグループベー
スの子育て訓練プログラム。著者が同プログラムを開発し、子

供に対する親の管理スキルの学習に焦点が置かれた。子供が親

の指示を 1分以内に受け入れるように指導することを目的とし
た。著者がトレーニングを行った。 

Gross et al, 2001 8-12人の親グループを対象に、12週間にわたり 2時間のセッシ
ョンを行うグループベースの子育て訓練プログラム（The 
Incredible Years BASIC Programme）。テーマには、児童向け遊
戯、幼児の学習支援、ほめ言葉とほうびの活用、限界設定の効

果、粗悪な行動への対応と問題解決などが含まれた。家庭での

課題も活用された。コースでは、幼児向けのビデオが活用され

た。 
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付記 

公表されていない CRG ノート 

 

公表されているノート  

 
改定個所 
特に無し。 
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